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１. はじめに 

公共交通機関の利便性向上や効率化を図るために、人口統計や GPS 情報に基づく移動統

計などの情報「ICT 情報」の活用がされてきている。 

本書（手引き）では、GIS のアプリケーションソフトを活用して、各種データを重ねるこ

とで、交通流動の可視化する方法を示す。 

 

１.１. GIS とは 

国土交通省国土地理院のホームページでは、GIS について以下の通り記述されています。 

 

地理情報システム（GIS：Geographic Information System）は、地理的位置を手がかり

に、位置に関する情報を持ったデータ（空間データ）を総合的に管理・加工し、視覚的に

表示し、高度な分析や迅速な判断を可能にする技術である。 

平成 7年 1月の阪神・淡路大震災の反省等をきっかけに、政府において、GIS に関する本

格的な取組が始まった。その中核となる取組が、国土空間データ基盤の整備である。 

ハードウェア、ソフトウェアの低価格化が進み、簡易な GIS 導入が可能になる一方で、

地図データ等については、電子化されていない、データ仕様が異なり利用できない等の問

題があり、GIS を導入する主体が、各々整備する必要があり、社会的には二重、三重の投資

となる等の問題があった。 

このため、GIS を高度に活用できる社会の実現のためには、地図情報の電子化のみならず、

それを活用していく技術、制度、人材等が必要であり、これらの総体を社会的な基盤とし

てとらえ、その総合的、体系的な整備を図っていく必要性が認識され始めた。 

このような背景のもと、平成 19 年５月には、地理空間情報の活用の推進に関する施策を

総合的かつ計画的に推進することを目的として、地理空間情報活用推進基本法が、国会で

制定された。 

（http://www.gsi.go.jp/GIS/whatisgis.html）より 

 

GIS では、「位置」をキーにして情報を統合する。様々

な情報を GIS に取り込み、空間的に関連付けて分析す

ることで、今まで見えなかった情報を得ることができる。 

GIS のデータは、通常の「地図」として表示される図

形データのほか、図形で表すことのできない文字・数値

情報（たとえば人口、面積、県名）といった属性情報を

データベースとして持ち合わせている。地図とデータベ

ースが結びつくことで、文字・数値情報を視覚化するこ

とができる。 

 

１.２. 交通流動の可視化に必要な機能 

本書で実施するデータ分析を行うための GIS ソフトでは以下の機能が必要になる。いず

れも汎用的な GIS ソフトが標準で備えている機能であるが、①のデータの読み込みについ

てはソフトによって対応状況が異なる。一般的に利用者数の多いソフトほど対応するデー

タ形式も多い。 
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① 各種 GIS データの読み込み（直接読み込めない場合は変換ツールでの対応も可能） 

② ポイント(点)/ライン(線)/ポリゴン(面)の図形データの表示 

③ 図形データに紐づく属性データの表示 

④ 属性データに基づく主題図作成 

⑤ レイヤの重ね合わせ 

⑥ ラベルの表示 

⑦ 縮尺・凡例の表示 

 

１.３. 代表的な GIS ソフト 

GIS ソフトには PC で動作するデスクトップ GIS と、サーバで動作し複数人で同時利用可

能なサーバ GIS が存在する。本書では汎用のデスクトップ GIS を利用することを前提とし

ている。 

デスクトップ GIS ソフトには無償で利用可能なオープンソース・ソフトウェアと、有償

の商用ソフトウェアが存在する。ここではそれぞれの代表として、世界で最も普及してい

る QGIS と ArcGIS を紹介する。 

表 １.１ 主なＧＩＳソフト 
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２. 使用したデータスペック 

本手引きで使用するデータは、下表のとおりである。 

 

表 ２.１ データスペック一覧 

 

 

  

オープン
データ
（無償）

販売
データ
（有償）

事業者
固有

データ
（協力）

人口
国勢調査
（行政）

500mメッシュ
町丁目単位

GISデータ ○

従業者数
経済センサス
（行政）

500ｍメッシュ GISデータ ○

商業立地
大規模小売店舗立地届
（行政）

点（住所） 紙 ○

国土数値情報
（行政）

系統単位 GISデータ ○

事業者路線図
（公共交通事業者）

系統単位
事業者
データ

○

国土数値情報
（行政）

駅、
バス停単位

GISデータ ○

事業者路線図
（公共交通事業者）

駅、
バス停単位

事業者
データ

○

公共交通
利用状況

バス利用者数調査結果
（公共交通事業者）

バス停別
電子データ
・紙

○

③移動履歴に関す
る情報 住民の移動・

滞在
人口推計統計（携帯基地局情報）
（民間企業）

500mメッシュ 電子データ ○

①人の移動の背
景・現況に関する

既存情報

媒体

入手方法

②交通機関の輸送
実態の情報

バス路線

停留所・駅

情報分類
把握したい

内容
データ種類

（データ保有者）
分析に使用
した分解能
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３. 基本情報（既存データ）を活用した移動概況図の作成方法 

３.１. 出発地データの取り込み 

３.１.１. 概要 

最初に、出発地データを取り込む作業を行う。出発地となり得るデータとしては、主

に下記のようなデータがある。 

表 ３.１ 出発地となり得るオープンデータ 

 

人口データは、総務省統計局のホームページで公開されている「e-Stat（イースタッ

ト)政府統計の総合窓口 」より、入手したい地域を指定してデータをダウンロードする。 

○メッシュ単位のデータを使用する場合には、e-Stat の「地図で見る統計（統計 GIS）」

のページより市町村を選択する。 

○町丁目単位データを使用する場合には、e-Stat の「都道府県・市町村のすがた」の

ページより市町村を選択する。 

 

なお、行政区別年齢別人口統計は、数値情報だけなので単体では GIS に読み込むこと

ができない、よって、GIS に取り込み際には、国勢調査(e-stat)の町丁目単位データをベ

ースに、行政区分年齢別人口統計データを統合させて取り込む。 

  

図 ３.１ GIS に取り込んだ出発地データ（左図：メッシュデータ、右図：町丁目データ） 

  

オープン

データ

（無償）

販売

データ

（有償）

事業者

固有

データ

①
国勢調査
（行政）

5年毎
（最新H22)

500mメッシュ
町丁目単位

○
・第三者でも容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い

国勢調査
（行政）

5年毎
（最新H22)

町丁目単位 ○
・第三者でも容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い

行政区別年齢別人口統計
（行政）

毎月 町丁目単位 ○
・第三者でも容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い
②

デメリット
把握したい

内容

人口

NO
データ種類

（データ保有者）
データ鮮度・

収集間隔
データの

空間分解能

入手方法

メリット
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３.１.２. 具体的な作業方法 

(1)総務省統計局からオープンデータをダウンロード 

総務省統計局のホームページ（http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do） 

例として、つくば市茎崎地区の人口データをダウンロードする手順を下記に示す。 

 

・①「地図や図表で見る」のタグをクイック。 

・「地図で見る統計（統計 GIS）」をクイック。 

・②「データダウンロード」をクイック。 

 

 

 

 

 

・③Step1：統計調査（集計）を選択で、プルダ

ウンメニューから「国勢調査」を選択。 

・表示された一覧から「平成 22 年国勢調査（国

勢調査－世界測地系 500M メッシュ）」を選択。 

・④Step2：統計表を選択で、「男女別人口総数及

び世帯総数」にチェックし、「統計表各種ダウ

ンロードへ」のボタンをクイック。 

 

・⑤Step3：地域選択で、つくば市茎崎地区が該

当する「M5340」を選択し検索ボタンをクイッ

ク。 

・⑥統計データ欄に表示された「男女別人口総数

及び世帯総数」をクイック。 

・⑥境界データ欄に表示された「世界測地系緯度

経度・Shape 形式」をクイック。 

・圧縮形式(.ZIP)ファイルのダウンロードが開始

される。 

・つくば市茎崎地区は「M5440」も該当するので、

同様の方法で、圧縮形式(.ZIP)ファイルをダウ

ンロードする。 

 

・パソコンに保存された圧縮形式(.ZIP)ファイル

を普段利用されている解凍ソフトを使って、圧

縮形式(.ZIP)ファイルを解凍する。 

・解凍後は、shp ファイルを含む 4つのファイル

が作成される  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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(2)テキストデータの事前処理 

ダウンロードしてきたオープンデータは、そのまま使用することはできない。 

よって、GIS に読み込む前の事前処理を下記に示す。 

①データフィールドの設定 

・ダウンロードした統計データ「男女別人口総数

及び世帯総数」の TEXT ファイルを、Excel や、

メモ帳（テキストエディタ）等で開く。 

・1～2 行目が、データのタイトル項目になって

いるので、2行目を削除。 

・削除後、CSV 形式（拡張子.CSV）で保存する。 
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(3)GIS ソフトで shp ファイルを開く 

例として、ArcGIS を使って、shp ファイルを開く手順を下記に示す。 

①データを開く 

・ArcGIS 起動後、「ファイル」「データ追加」を

選択。 

・データ追加ウインドウが表示されるので、境界

データのshpファイルが保存されているフォル

ダを指定して「追加」ボタンをクイック。 

 

 

 

②テーブル結合 

・読み込んだ境界データの Shp ファイルを選択し、

右ボタンでメニューを開き、「属性の結合とリ

レート」「結合」を選択。 

・1 に境界データの Shp ファイルの「KEYCODE」

を選択。 

・2 に「(2)テキストデータの事前処理」で作成

したCSV形式のファイル指定しEYCODE」を選択。

その後、「ＯＫ」ボタンを押す。 

 

③数値分類の設定 

・結合したテーブルデータのプロパティを開き、

「シンボル」のタブから数値分類を選択。 

・フィールドの値を「人口総数」の項目に設定し、

下表に表示された色ごとに数値の上限と下限

を入力し、「ＯＫ」ボタンをクイック。 

 

 

 

④分布図の完成 

・メッシュ単位で色付けされたデータができあが

る。 
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３.２. 目的地データの取り込み 

３.２.１. 概要 

次に、目的地データを取り込む作業を行う。目的地となり得るデータとしては、主に

下記のようなデータがある。 

表 ３.２ 目的地となり得るオープンデータ 

 

従業員数データは、国勢調査の人口データと同様に、総務省統計局のホームページで

公開されている「e-Stat（イースタット)政府統計の総合窓口 」より、入手したい地域

を指定してデータをダウンロードする。 

公共施設、医療施設データは、国土数値情報のホームページより、入手したい地域を

指定してデータをダウンロードする 

 

 

図 ３.２ GIS に取り込んだ従業員データ、公共施設等データ 

  

オープン

データ

（無償）

販売

データ

（有償）

事業者

固有

データ

従業員数 ③
経済センサス
（行政）

5～6年毎
（最新H21)

500ｍメッシュ ○
・第三者でも容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い
・施設単位での従業員数は把握できない

公共施設 ④
公共施設、学校

（行政）
最新H18 点 ○

・第三者でも容易に取得が可能

・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い

医療施設 ⑤
医療機関
（行政）

最新H22 点 ○
・第三者でも容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い

商業施設 ⑥
大規模小売店舗立地届
（行政）

最新H27.1 点（住所） ○
・第三者でも容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が高い

・住所のデータのため、ＧＩＳに取り込むためには、位置
情報（緯度経度）個別に調べる必要がある。

データ種類
（データ保有者）

データ鮮度・
収集間隔

データの
空間分解能

入手方法

メリット デメリット
把握したい

内容
NO



公共交通に関するデータ分析 

 

9 

３.２.２. 具体的な作業方法 

(1)総務省統計局からオープンデータをダウンロード 

総務省統計局のホームページ（http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do） 

例として、つくば市茎崎地区の従業員データをダウンロードする手順を下記に示す。 

 

・①「地図や図表で見る」のタグをクイック。 

・「地図で見る統計（統計 GIS）」をクイック。 

・②「データダウンロード」をクイック。 

 

 

 

 

 

・③Step1：統計調査（集計）を選択で、プルダ

ウンメニューから「経済センサス」を選択。 

・表示された一覧から「平成 21 年経済センサス

（経済センサス－世界測地系 500M メッシュ）」

を選択。 

・④Step2：統計表を選択で、「全産業事業所数及

び全産業従業員数」にチェックし、「統計表各

種ダウンロードへ」のボタンをクイック。 

 

・⑤Step3：地域選択で、つくば市茎崎地区が該

当する「M5340」を選択し検索ボタンをクイッ

ク。 

・⑥統計データ欄に表示された「全産業事業所数

及び全産業従業員数」をクイック。 

・⑥境界データ欄に表示された「世界測地系緯度

経度・Shape 形式」をクイック。 

・圧縮形式(.ZIP)ファイルのダウンロードが開始

される。 

・つくば市茎崎地区は「M5440」も該当するので、

同様の方法で、圧縮形式(.ZIP)ファイルをダウ

ンロードする。 

・パソコンに保存された圧縮形式(.ZIP)ファイル

を普段利用されている解凍ソフトを使って、圧

縮形式(.ZIP)ファイルを解凍する。 

・解凍後は、shp ファイルを含む 4つのファイル

が作成される  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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(2)テキストデータの事前処理 

ダウンロードしてきたオープンデータは、そのまま使用することはできない。 

よって、GIS に読み込む前の事前処理を下記に示す。 

①データフィールドの設定 

・ダウンロードした統計データ「全産業事業所数

及び全産業従業員数」TEXT ファイルを、Excel

や、メモ帳（テキストエディタ）等で開く。 

・1～2 行目が、データのタイトル項目になって

いるので、2行目を削除。 

・削除後、CSV 形式（拡張子.CSV）で保存する。 
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(3)GIS ソフトで shp ファイルを開く 

例として、ArcGIS を使って、shp ファイルを開く手順を下記に示す。 

①データを開く 

・ArcGIS 起動後、「ファイル」「データ追加」を

選択。 

・データ追加ウインドウが表示されるので、境界

データのshpファイルが保存されているフォル

ダを指定して「追加」ボタンをクイック。 

 

 

 

②テーブル結合 

・読み込んだ境界データの Shp ファイルを選択し、

右ボタンでメニューを開き、「属性の結合とリ

レート」「結合」を選択。 

・1 に境界データの Shp ファイルの「KEYCODE」

を選択。 

・2 に「(2)テキストデータの事前処理」で作成

したCSV形式のファイル指定しEYCODE」を選択。

その後、「ＯＫ」ボタンを押す。 

 

③シンボルの大きさの設定 

・従業員テーブルデータのプロパティを開き、「シ

ンボル」のタブから「数値分類」「等級シンボ

ル」を選択。 

・フィールドの値を「従業員総数」の項目に設定

し、下表に表示された色ごとに数値の上限と下

限を入力し、「ＯＫ」ボタンをクイック。 

 

 

④分布図の完成 

・メッシュ単位でシンボルの大きさで表示された

データができあがる。 

 

※医療施設、公共施設等のデータも同様な方法で

読み込む。 
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(3)座標データがない商業施設データの読み込み 

商業施設データは、各都道府県に提出された大規模小売店舗立地届がホームページで

公開されており、店舗名称や住所データが公開させている。 

この住所データを基に、別途、位置情報（緯度経度）が検索できる地図ソフトなどを

使って、各店舗の緯度経度（ＸＹ座標）の位置情報データを作成する。 

位置情報が検索できるフリーソフトには、下記のようなものがある。 

 

表 ３.３ 位置情報を検索できる主なソフト 

ソフト名 アドレス等 

Google 
マップ 

http://www.google.co.jp/maps 

Geocoding http://www.geocoding.jp/ 
Yahoo! 
ロコ地図 

http://user.numazu-ct.ac.jp/~tsato/webmap/sphere/coordinates/yahoo_olp/ 

 

図 ３.３ Google マップで位置情報を検索した例 

 

図 ３.４ Geocodeing で位置情報を検索した例 
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(4)緯度経度ファイルの作成 

①例）商業施設リストの作成 

・・前頁のフリーソフトを使って調べた緯度経度

を、EXCEL で商業施設と緯度経度の値のリスト

表を作成。 

・データを Excel 形式（または CSV 形式）で保存

する。 

 

 

 

(5)GIS ソフトで緯度経度ファイルを開く 

例として、ArcGIS を使って、緯度経度ファイルを開く手順を下記に示す。 

①データを開く 

・ArcGIS を起動後、「ツール」「ＸＹデータの追

加」を選択 

・ここで、上記で作成したエクセルファイルを指

定し、Ｘフィールドに「経度」、Ｙフィールド

「緯度」を設定。 

・座標系は、世界測地系「JGD2000」を選択し、

「ＯＫ」ボタンをクイック。 

 

②位置図の完成 

・読み込まれたデータが、ポイントデータ(点デ

ータ)として表示される。 

 

 

 

 

 

 

  

緯度経度データ 商業施設リスト
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３.３. 出発地データと目的地データの重ね合わせ 

３.３.１. 概要 

GIS に取り込んだ出発地データと目的地データを重ね合わせて表示させる。 

その結果、人口集中エリアと大規模職場や、商業、医療、公共施設等を線で結ぶこと

で、人の移動経路を想定することができる。 

また、パーソントリップ調査結果を地域別に集計し、利用が多い駅と人口集中エリア

を結ぶことで、通勤・通学等の駅利用の移動経路が想定できる。 

 

 

図 ３.５ 移動概況（想定） 

 

 

 

 

 

 

  

(1)市外への移動
＜通勤＞ ○人口集中エリア(桜ヶ丘、森の里、高見原)から、JR牛久駅へのアクセス

○人口集中エリア(梅ヶ丘、自由ヶ丘)から、JR藤代駅へのアクセス
(2)地区内及び地区近郊への移動
＜通勤＞ ○人口集中エリア(桜ヶ丘、森の里、高見原、梅ヶ丘、自由ヶ丘)から、大規模職場

(茎崎、天宝喜、牛久市猪子町)へのアクセス
＜通学＞ ○人口集中エリア(桜ヶ丘、森の里、高見原、梅ヶ丘、自由ヶ丘)から、茎崎高校へ

のアクセス
＜私事＞ ○人口集中エリア(桜ヶ丘、森の里、高見原、梅ヶ丘、自由ヶ丘)から、商業施設、

医療施設、公共施設へのアクセス
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３.３.２. 具体的な作業方法 

(1)GIS ソフトで shp ファイルを開く 

例として、ArcGIS を使って、データの重ね合わせる手順を下記に示す。 

①データを開く 

・ArcGIS 起動後、「ファイル」「データ追加」を

選択。 

・これまで収集した基本情報（既存データ）の

shp ファイルを指定。 

 

 

 

 

②重ね図の完成 

・読込んだ Shp ファイルはレイヤとして、上下方

向に表示される。 

・上位にあるレイヤが前面表示されるので、前面

に表示されるレイヤ、背面に表示されるレイヤ

をクイック＆ドラッグで並び替える。 

 

 

 

③移動経路の線 

・重ね合わせた図をみて、パワーポイントなどの画像データ上で、移動経路をフリー

ハンドで線を引く。 
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４. 基本情報（既存データ）を活用した交通網カバー状況図の作成方法 

４.１. 公共交通データの取り込み 

４.１.１. 概要 

次に、バス路線、バス停データを取り込む。 

表 ４.１ 公共交通関連データ 

 

バス路線、バス停データは、国土数値情報のホームページより、入手したい地域を指

定してデータをダウンロードする。 

しかしながら、バス停位置情報は、事業者の更新頻度にバラつきがあるため厳密な情

報とはなっていない。 

また、公共交通事業者によっては、バス路線、バス停の位置情報をホームページ等で

公開している。例えば、つくば市のコミュニバス（つくバス）などが、例として挙げられ

る。 

よって、国土数値情報だけでなく、公共交通事業者のデータと組み合わせてデータを

整理することが重要となってくる。 

 

 

図 ４.１ GIS に取り込んだバス停・バス路線データ 

  

オープン

データ

（無償）

販売

データ

（有償）

事業者

固有

データ

⑦
国土数値情報
（行政）

更新毎
（最新H22)

系統単位 ○
・第三者でも容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い

⑧
事業者路線図
（公共交通事業者）

－ 系統単位 ○
・自社の情報は容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・運行状況データの電子化の遅れ

⑨
国土数値情報

（行政）

更新毎

（最新H22)
駅、バス停単位 ○

・第三者でも容易に取得が可能

・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い

⑩
事業者路線図
（公共交通事業者）

－ 駅、バス停単位 ○
・自社の情報は容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・運行状況データの電子化の遅れ

入手方法

メリット デメリット

停留所・駅

把握したい
内容

NO
データ種類

（データ保有者）
データ鮮度・
収集間隔

データの
空間分解能

路線
（バスルート）
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４.１.２. 具体的な作業方法 

(1)国土数値情報からオープンデータをダウンロード 

国土数値情報のホームページ（http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/） 

例として、つくば市茎崎地区のバスルートデータをダウンロードする手順を下記に示す。 

 

・①「4.交通のバスルート」をクイック。 

 

 

 

 

 

 

 

・②ダウンロードするデータの選択で、「茨城」

を選択。 

 

 

 

 

 

 

 

・④ダウンロードするデータを選択し「次へ」を

選択 

 

 

 

 

 

 

 

・パソコンに保存された圧縮形式(.ZIP)ファイル

を普段利用されている解凍ソフトを使って、圧

縮形式(.ZIP)ファイルを解凍する。 

・解凍後は、shp ファイルを含む 3つのファイル

が作成される 

 

  

① 

② 

③ 
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(2)GIS ソフトで shp ファイルを開く 

例として、ArcGIS を使って、shp ファイルを開く手順を下記に示す。 

①データを開く 

・ArcGIS 起動後、「ファイル」「データ追加」を

選択。 

 

 

 

 

 

 

②ルート図の完成 

・読み込まれたデータが、ラインデータ(線デー

タ)として表示される。 
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４.２. 出発地データと目的地データと交通網データの重ね合わせ 

４.２.１. 概要 

GIS に取り込んだ出発地データと目的地データと、バス路線等の交通網データを重ね合

わせて表示させる。 

また、GIS の機能を使って、バス停毎に 300m の円を描き、バス停のカバーエリアを表

示させる。（例：駅のカバーエリア：500m、バス停のカバーエリア：300m と設定） 

その結果、人口集中エリアへのバス路線サービス、大規模職場へのバス路線サービス

が出来ているか可視化することができる。 

 

 

図 ４.２ 人口分布とバス路線の関係 
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４.２.２. 具体的な作業方法 

(1)GIS ソフトで shp ファイルを開く 

例として、ArcGIS を使って、データの重ね合わせる手順を下記に示す。 

①データを開く 

・ArcGIS 起動後、「ファイル」「データ追加」を

選択。 

・これまで収集した基本情報（既存データ）の

shp ファイルを指定。 

 

 

 

 

②重ね図の完成 

・読込んだ Shp ファイルはレイヤとして、上下方

向に表示される。 

・上位にあるレイヤが前面表示されるので、前面

に表示されるレイヤ、背面に表示されるレイヤ

をクイック＆ドラッグで並び替える。 
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５. 基本情報（既存データ）を活用した交通網カバー状況評価の作成方法 

５.１. 交通網カバー状況 

５.１.１. 概要 

GIS に取り込んだ出発地データと目的地データと、バス路線等の交通網データに、前項

で想定した移動経路を重ね合わせて表示させる。 

その結果、「人の移動が予測されるにも関わらずバス路線がない」エリアを可視化する

ことができる。 

 

図 ５.１ 交通網カバー状況 
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５.１.１. 具体的な作業方法 

(1)GIS ソフトで shp ファイルを開く 

例として、ArcGIS を使って、データの重ね合わせる手順を下記に示す。 

①データを開く 

・ArcGIS 起動後、「ファイル」「データ追加」を

選択。 

・これまで収集した基本情報（既存データ）の

shp ファイルを指定。 

 

 

 

 

②重ね図の完成 

・読込んだ Shp ファイルはレイヤとして、上下方

向に表示される。 

・上位にあるレイヤが前面表示されるので、前面

に表示されるレイヤ、背面に表示されるレイヤ

をクイック＆ドラッグで並び替える。 

 

 

 

③移動経路の線 

・重ね合わせた図をみて、パワーポイントなどの画像データ上で、移動経路をフリー

ハンドで線を引く。 
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５.２. 交通網カバー状況評価 

５.２.１. 概要 

GIS の機能を使って、バス停・駅のカバーエリアの面積を算出する。次に、国勢調査の

500m メッシュ人口とバス停・駅のカバーエリアの面積を按分してバス停や駅のカバーエリ

ア人口を算出する。 

その結果、交通網のカバー率が算出できる。 

  交通網カバー状況の評価 ＝ バス停・駅のカバーエリア人口／人口 

 

表 ５.１ 交通網カバー状況の評価 

 

 

算出したバス停毎のカバーエリア人口を、GIS の機能を使って、人口の大きさを円の大

きさで表示させる。 

その結果、バス路線沿線の人口分布が可視化できる。 

 

 

図 ５.２ GIS で作成したﾊﾞｽ停・駅のカバーエリア人口 

人口 カバー率 従業者数 カバー率

茎崎地区 22,617 14,181 63% 7,393 4,155 56%

つくば市全体 213,171 116,652 55% 122,269 72,661 59%

従業者数
カバーエリア

※H22国勢調査500mメッシュ、H22経済センサス500mメッシュより面積按分
※バス停のカバーエリア：300m　駅のカバーエリア：500m

カバーエリア
地区人口地区名
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５.２.２. 具体的な作業方法 

例として、ArcGIS を使って、データの重ね合わせる手順を下記に示す。 

①バス停データより、300m のカバーエリアデータ

（ポリゴン）を作成。 

（ArcGIS10.2 のバッファ機能を使用） 

 下記に、バッファ作成のGISの操作手順を示す。 

 

 

 

 

 

 
  

バス停データ

ジオプロセシング＞バッファ

バス停データ

300 メートル 

OK

バス停 

バッファ作成（バス停 300m カバーエリア）
300m

凡 例
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②バス停 300mカバーエリアデータと500mメッシ

ュデータを重ね合わせ、互いに重なる境界線で

ポリゴンを切断した。 

（ArcGIS10.2 のインターセクト機能を使用） 

 下記に、バス停300mカバーエリアデータと500m

メッシュデータのインターセクトの操作手順

を示す。 

 

 

 
 

 

 

 

  

バス停データ

ジオプロセシング＞インターセクト

メッシュデータ
300m カバーエリアデータ

500m メッシュデータ

バス停データ 

OK
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③500m メッシュデータ及びインターセクトした

ポリゴンデータそれぞれについて面積を算出

した。 

（ArcGIS10.2 のジオメトリ演算機能を使用） 

 下記に、属性テーブルへのフィールの追加方法

と、ポリゴン面積の算出の操作順を示す。 

 

 

 

 

 

  

フィールドの追加

タイプは「Double」

ジオメトリ演算 

面積

平面直角座標系を選択 
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④500m メッシュの面積及び人口、バス停 300m カ

バーエリアのメッシュ別の人口が算出された

ため、各バス停の 300m カバーエリア人口は、

下式で与えられる。 

 下記に、面積比率の操作手順と計算結果を

Excel で出力した例を示す。 

 

カバーエリア人口 ＝（面積 b／面積Ｂ×人口Ｂ）+（面積 c／面積Ｃ×人口Ｃ） 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド演算 

↑300m カバーエリアの面積／500m メッシュの面積 

←5
0
0
m

メ
ッ
シ
ュ
の
コ
ー
ド 

エクスポートしたファイルはエクセルで開ける

←5
0
0
m

メ
ッ
シ
ュ
の
面
積 

←
バ
ス
停
の
コ
ー
ド 

←3
0
0
m

カ
バ
ー
エ
リ
ア
と 

メ
ッ
シ
ュ
の
分
割
面
積 

←
面
積
比
率 

エクスポート
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◇Excel でのインターセクト人口の算出例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ピボットテーブル機能を使用してバス停別のカバーエリア人口を算出例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

←
メ
ッ
シ
ュ
番
号
（K

E
Y
_
C
OD
E

） 
を
使
っ
て
メ
ッ
シ
ュ
人
口
を
マ
ッ
チ
ン
グ 

←
面
積
比
率
と
メ
ッ
シ
ュ
人
口
を
乗
じ
て 

分
割
し
た
ポ
リ
ゴ
ン
の
面
積
を
算
出 

←
面
積
比
率 
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６. 利用状況の評価 

６.１. バス乗降者数データの取り込み 

６.１.１. 概要 

次に、バス停毎の乗降者数データを取り込む。 

表 ６.１ 公共交通関連データ  

 

 

バス利用実態調査は、各公共交通事業者が実施している。その調査結果は紙やエクセ

ルデータ等で整理させていると思われる。 

そのデータを GIS に取り込み際には、前項で取り込んだ GIS のバス停データに乗降者

数データを統合させる必要がある。 

統合させる方法としては、GIS の機能を使ってバス停のテーブルデータと乗降者数デー

タを結合させる方法、GIS 上でバス停毎に乗降者数を入力する方法、EXCEL でバス停毎の

乗降者数を整理し、そのデータを GIS に取り込む方法などがある。 

 

 

図 ６.１ エクセルを使ってバス停データと乗降者人数を統合（入力）するイメージ図 

 

６.１.２. 具体的な作業方法 

(1)Excel でバス停別の乗降者数データを作成 

①データ作成 

・データを作成する際、国土数値情報からダウン

ロードしたバス停データの ID 番号と紐付け

するため、Excel でデータを作成する際は、

その ID 番号を使って作成。 

 

オープン

データ

（無償）

販売

データ

（有償）

事業者

固有

データ

公共交通
利用状況

⑪
バス利用者数調査結果
（公共交通事業者）

－ バス停別 ○

・自社の情報は容易に取得が可能
・時間別など詳細な利用者数が把握できる
・情報の鮮度が高い

・利用実態調査にコストがかかる

デメリット
把握したい

内容
NO

データ種類
（データ保有者）

データ鮮度・
収集間隔

データの
空間分解能

入手方法

メリット

バス停毎に乗降者デ

ータを入力。 
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(2)GIS ソフトで乗降者数データを結合 

例として、ArcGIS を使って、データの重ね合わせる手順を下記に示す。 

①データを開く 

・ArcGIS 起動後、「ファイル」「データ追加」を

選択。 

・データ追加ウインドウが表示されるので、フォ

ルダ一覧から、バス停データの shp ファイルを

指定して「追加」ボタンをクイック。 

 

 

 

②テーブルの結合 

・読み込んだバス停データの Shp ファイルを選択

し、右ボタンでメニューを開き、「属性の結合

とリレート」「結合」を選択。 

・1にバス停データの Shp ファイルの「ID」を選

択。 

・2に乗降者数データの CSV ファイルの「ID」を

選択。その後、「ＯＫ」ボタンを押す。 

 

③シンボルの大きさの設定 

・従業員テーブルデータのプロパティを開き、「シ

ンボル」のタブから「数値分類」「等級シンボ

ル」を選択。 

・フィールドの値を「乗降者数」の項目に設定し、

下表に表示された色ごとに数値の上限と下限

を入力し、「ＯＫ」ボタンをクイック。 

 

 

④乗降者数の点データの完成 

・読み込まれたデータが、ポイントデータ(点デ

ータ)として表示される。 
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６.２. 利用状況の評価 

GIS に取り込んだ出発地データと目的地データと、バス路線等の交通網データに、バ

ス停毎の乗降者データを重ね合わせて表示させる。 

その結果、「人の移動が予測されるにも関わらずバス路線がない」エリアを可視化す

ることができる。 

また、利用者数とカバーエリア人口から、バスの利用率が算出できる。 

具体的な作業方法としては、Excel で、「4.2.交通網カバー状況評価」で算出したカバ

ーエリア人口と乗降者数を用いて、下式で利用率を算出する。 

 

公共交通の利用率 ＝ （日利用者数）／（カバーエリア人口）  

 

図 ６.２ 公共交通利用状況の評価 
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７. 詳細情報（ビッグデータ）の概要 

７.１. 詳細情報（ビッグデータ）の一例の紹介 

詳細情報（ビッグデータ）としては、時間別に滞在人口が把握できる人口推計統計（携

帯基地局情報）が普及してきている。 

人口推計統計（携帯基地局情報）で扱われる人口は、1 メッシュに対して 1 時間あた

りに滞在する人口を示しており、1 メッシュに 30 分しか滞在していない時には、0.5 人

としてカウントされる。 
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また、秘匿処理により、少人数データは除去されてしまうことから、検討エリア

の人口分布状況や、移動状況、分析する分解能を考慮して、人口推計統計（携帯基地

局情報）のメッスサイズを決める必要がある。 

例えば、データの集計単位を「メッシュ総量（全部）」「居住地の県別集約」「居住

地の市町村集約」「居住地の大字別集約」と細かくしていると、秘匿処理の割合は増

加していく、つまりサンプルデータ数が少なくなる。 

 

 

図 ７.１ 居住地の細分化することによる秘匿処理割合（3 時台データで検証） 
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８. 詳細情報（ビッグデータ）を活用した実移動人口の算定 

８.１. 流出人口、流入人口の算出 

８.１.１. 概要 

人口推計統計（携帯基地局情報）では、1 時間あたりの滞在人口を把握することがで

きる。 

例えば、夜中の 3 時台のデータから朝の 8 時台のデータをメッシュの居住者単位で

引算することで、3時から 9 時までの間に外出（流出）した人を把握することができる。 

下記に示すつくば市茎崎地区においては、3時から 9 時までに外出（流出）した人の

総量は、最少でも約 5,700 人いることが確認できた。 

  

 

図 ８.１ 流出人口の分布 
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８.１.２. 具体的な作業方法 

(1)Excel で流出人口、流入人口を算出 

流出人口、流入人口の算出は Excel 上で算出しておく、人口推計統計（携帯基地局情

報）は時間帯ごとの滞在人口であるため、例えば、3 時台の滞在人口から 8 時台の滞在

人口を引き算し増加分（プラス分）が流出人口となる。 

作成後は Excel 形式（または CSV 形式）で保存する。 

 

 

 

(2)GIS ソフトで流出人口、流入人口データを結合 

例として、ArcGIS を使って、データの重ね合わせる手順を下記に示す。 

①データを開く 

・ArcGIS 起動後、「ファイル」「データ追加」を

選択。 

・データ追加ウインドウが表示されるので、フォ

ルダ一覧から、メッシュ境界データの shp ファ

イルを指定して「追加」ボタンをクイック。 

 

 

②テーブルの結合 

・読み込んだ境界データの Shp ファイルを選択し、

右ボタンでメニューを開き、「属性の結合とリ

レート」「結合」を選択。 

・1 に境界データの Shp ファイルの「KEYCODE」

を選択。 

・2 に流出人口、流入人口データの CSV ファイル

の「area」を選択。 

時間帯別に引き算して流出人口、流入人口を算出 人口推計統計（携帯基地局情報） 
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・その後、「ＯＫ」ボタンを押す。 

 

(3)GIS ソフトで流出人口、流入人口データを数値分類表示 

 

 

各時間帯の流出人口、流入人口を数値分類で色付けさせたレイヤを作成する。 

あとは、レイヤの表示・非表示で時間帯別の人口分布図となる。 

 

※流出入人口の算出、年代別人口の算出も同様な方法で作成する。 

 

 

  

時間帯別に 

レイヤを作成 
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９. 詳細情報（ビッグデータ）を活用した潜在需要の算定 

９.１. 人口推計統計（携帯基地局情報）を活用した潜在需要の算定 

９.１.１. 概要 

流出人口と流入人口を足した実移動人口を算出し、次に既存データ時と同様に、実

移動人口のメッシュに対するバス停・駅のカバーエリア人口を算出する。 

その分布図に、バス停データ、バス路線データ、当該時間帯のバス乗降者数を重ね

合わせる。 

その結果、実移動人口に対するバスの利用率、潜在需要が算出できる。 

利用状況の評価 ＝ （当該時間帯の利用者数）／（カバーエリア実移動人口） 

潜在需要 ＝ （カバーエリア実移動人口）－（当該時間帯の利用者数） 

 

図 ９.１ 公共交通利用状況の評価 
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９.１.２. 具体的な作成方法 

実移動人口のカバーエリア人口の算出は、「4.2 交通網カバー状況評価」と同様な方法

を用いて算出する。 

 

 

 【注意】 

秘匿処理の関係から、年代別集計では居住地が不明となっている。 

よって、○○地区の 65歳以上の滞在人口は○○人などの集計はできない。 
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１. はじめに 

公共交通機関の利便性向上や効率化を図るために、人口統計や GPS 情報に基づく移動統

計などの情報「ICT 情報」の活用がされてきている。 

本書（手引き）では、GIS のアプリケーションソフトを活用して、各種データを重ねるこ

とで、交通流動の可視化する方法を示す。 

 

１.１. GIS とは 

国土交通省国土地理院のホームページでは、GIS について以下の通り記述されている。 

 

地理情報システム（GIS：Geographic Information System）は、地理的位置を手がかり

に、位置に関する情報を持ったデータ（空間データ）を総合的に管理・加工し、視覚的に

表示し、高度な分析や迅速な判断を可能にする技術である。 

平成 7年 1月の阪神・淡路大震災の反省等をきっかけに、政府において、GIS に関する本

格的な取組が始まった。その中核となる取組が、国土空間データ基盤の整備である。 

ハードウェア、ソフトウェアの低価格化が進み、簡易な GIS 導入が可能になる一方で、

地図データ等については、電子化されていない、データ仕様が異なり利用できない等の問

題があり、GIS を導入する主体が、各々整備する必要があり、社会的には二重、三重の投資

となる等の問題があった。 

このため、GIS を高度に活用できる社会の実現のためには、地図情報の電子化のみならず、

それを活用していく技術、制度、人材等が必要であり、これらの総体を社会的な基盤とし

てとらえ、その総合的、体系的な整備を図っていく必要性が認識され始めた。 

このような背景のもと、平成 19 年５月には、地理空間情報の活用の推進に関する施策を

総合的かつ計画的に推進することを目的として、地理空間情報活用推進基本法が、国会で

制定された。 

（http://www.gsi.go.jp/GIS/whatisgis.html）より 

 

GIS では、「位置」をキーにして情報を統合する。様々

な情報を GIS に取り込み、空間的に関連付けて分析す

ることで、今まで見えなかった情報を得ることができる。 

GIS のデータは、通常の「地図」として表示される図

形データのほか、図形で表すことのできない文字・数値

情報（たとえば人口、面積、県名）といった属性情報を

データベースとして持ち合わせている。地図とデータベ

ースが結びつくことで、文字・数値情報を視覚化するこ

とができる。 

 

１.２. 交通流動の可視化に必要な機能 

本書で実施するデータ分析を行うための GIS ソフトでは以下の機能が必要になる。いず

れも汎用的な GIS ソフトが標準で備えている機能であるが、①のデータの読み込みについ

てはソフトによって対応状況が異なる。一般的に利用者数の多いソフトほど対応するデー

タ形式も多い。 
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① 各種 GIS データの読み込み（直接読み込めない場合は変換ツールでの対応も可能） 

② ポイント(点)/ライン(線)/ポリゴン(面)の図形データの表示 

③ 図形データに紐づく属性データの表示 

④ 属性データに基づく主題図作成 

⑤ レイヤの重ね合わせ 

⑥ ラベルの表示 

⑦ 縮尺・凡例の表示 

 

１.３. 代表的な GIS ソフト 

GIS ソフトには PC で動作するデスクトップ GIS と、サーバで動作し複数人で同時利用可

能なサーバ GIS が存在する。本書では汎用のデスクトップ GIS を利用することを前提とし

ている。 

デスクトップ GIS ソフトには無償で利用可能なオープンソース・ソフトウェアと、有償

の商用ソフトウェアが存在する。ここではそれぞれの代表として、世界で最も普及してい

る QGIS と ArcGIS を紹介する。 

表 １.１ 主なＧＩＳソフト 
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２. 使用したデータスペック 

本手引きで使用するデータは、下表のとおりである。 

 

表 ２.１ データスペック一覧 

 

 

  

オープン
データ
（無償）

販売
データ
（有償）

事業者
固有

データ
（協力）

人口
国勢調査
（行政）

500mメッシュ
町丁目単位

GISデータ ○

従業者数
経済センサス
（行政）

500ｍメッシュ GISデータ ○

商業立地
大規模小売店舗立地届
（行政）

点（住所） 紙 ○

国土数値情報
（行政）

系統単位 GISデータ ○

事業者路線図
（公共交通事業者）

系統単位
事業者
データ

○

国土数値情報
（行政）

駅、
バス停単位

GISデータ ○

事業者路線図
（公共交通事業者）

駅、
バス停単位

事業者
データ

○

公共交通
利用状況

バス利用者数調査結果
（公共交通事業者）

バス停別
電子データ
・紙

○

③移動履歴に関す
る情報 住民の移動・

滞在
人口推計統計（携帯基地局情報）
（民間企業）

500mメッシュ 電子データ ○

①人の移動の背
景・現況に関する
既存情報

媒体

入手方法

②交通機関の輸送
実態の情報

バス路線

停留所・駅

情報分類
把握したい

内容
データ種類

（データ保有者）
分析に使用
した分解能
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３. 基本情報（既存データ）を活用した移動概況図の作成方法 

３.１. 出発地データの取り込み 

３.１.１. 概要 

最初に、出発地データを取り込む作業を行う。出発地となり得るデータとしては、主

に下記のようなデータがある。 

表 ３.１ 出発地となり得るオープンデータ 

 

人口データは、総務省統計局のホームページで公開されている「e-Stat（イースタッ

ト)政府統計の総合窓口」より、入手したい地域を指定してデータをダウンロードする。 

○メッシュ単位のデータを使用する場合には、e-Stat の「地図で見る統計（統計 GIS）」

のページより市町村を選択する。 

○町丁目単位データを使用する場合には、e-Stat の「都道府県・市町村のすがた」の

ページより市町村を選択する。 

 

なお、行政区別年齢別人口統計は、数値情報だけなので単体では GIS に読み込むこと

ができない。よって、GIS に取り込み際には、国勢調査(e-stat)の町丁目単位データをベ

ースに、行政区分年齢別人口統計データを統合させて取り込む。 

  

図 ３.１ GIS に取り込んだ出発地データ（左図：メッシュデータ、右図：町丁目データ） 

  

オープン

データ

（無償）

販売

データ

（有償）

事業者

固有

データ

①
国勢調査
（行政）

5年毎
（最新H22)

500mメッシュ
町丁目単位

○
・第三者でも容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い

国勢調査
（行政）

5年毎
（最新H22)

町丁目単位 ○
・第三者でも容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い

行政区別年齢別人口統計
（行政）

毎月 町丁目単位 ○
・第三者でも容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い
②

デメリット
把握したい

内容

人口

NO
データ種類

（データ保有者）
データ鮮度・

収集間隔
データの

空間分解能

入手方法

メリット
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３.１.２. 具体的な作業方法 

(1)総務省統計局からオープンデータをダウンロード 

総務省統計局のホームページ（http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do） 

例として、つくば市茎崎地区の人口データをダウンロードする手順を下記に示す。 

 

①「地図や図表で見る」のタグをクリック。 

・「地図で見る統計（統計 GIS）」をクリック。 

②「データダウンロード」をクリック。 

 

 

 

 

 

③Step1：統計調査（集計）を選択で、プルダウ

ンメニューから「国勢調査」を選択。 

・表示された一覧から「平成 22 年国勢調査（国

勢調査－世界測地系 500M メッシュ）」を選択。 

④Step2：統計表を選択で、「男女別人口総数及び

世帯総数」にチェックし、「統計表各種ダウン

ロードへ」のボタンをクリック。 

 

⑤Step3：地域選択で、つくば市茎崎地区が該当

する「M5340」を選択し検索ボタンをクリック。 

⑥統計データ欄に表示された「男女別人口総数及

び世帯総数」をクリック。 

⑥境界データ欄に表示された「世界測地系緯度経

度・Shape 形式」をクリック。 

・圧縮形式(.ZIP)ファイルのダウンロードが開始

される。 

・つくば市茎崎地区は「M5440」も該当するので、

同様の方法で、圧縮形式(.ZIP)ファイルをダウ

ンロードする。 

 

・パソコンに保存された圧縮形式(.ZIP)ファイル

を普段利用されている解凍ソフトを使って、圧

縮形式(.ZIP)ファイルを解凍する。 

・解凍後は、shp ファイルを含む 4つのファイル

が作成される。  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 



公共交通に関するデータ分析 

 

6 

(2)テキストデータの事前処理 

ダウンロードしてきたオープンデータは、そのまま使用することはできない。 

よって、GIS に読み込む前の事前処理を下記に示す。 

①データフィールドの設定 

・ダウンロードした統計データ「男女別人口総数

及び世帯総数」の TEXT ファイルを、Excel や、

メモ帳（テキストエディタ）等で開く。 

・1～2 行目が、データのタイトル項目になって

いるので、2行目を削除。 

・削除後、CSV 形式（拡張子.CSV）で保存する。 

 

 

②データ書式のファイルを作成する。 

・QGIS では、上記のようなデータを全て文字デ

ータとして取り扱われる。よって、人口など数

値データとして取り扱うために、データ書式の

ファイルを新規で作成する必要がある。 

・メモ帳（テキストエディタ）等で、データの並

び順にデータの形式を羅列し、カンマ区切りで

入力する。 

→文字列のデータ形式：String 

→数値データ形式（整数）：Integer 

→数値データ計式（小数点）：Real 

→（ ）の数値は、文字数や桁数を示す。（省略

可） 

・作成後、ファイル名は①のファイル名と同じに

して、拡張子を.CSVT で保存する。 

 

 GIS に読み込む前の事前処理として、次の 2つのファイルが出来上がることになる。 

 例  ・tblT000609H53400.CSV 

    ・tblT000609H53400.CSVT 
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(3)GIS ソフトで shp ファイルを開く 

例として、QGIS を使って、shp ファイルを開く手順を下記に示す。 

①データを開く 

・メニューバーから「レイヤ」「レイヤの追加」

「ベクタレイヤの追加」を選択。 

・データ追加ウインドウが表示されるので、境界

データのshpファイルが保存されているフォル

ダを指定して「開く」ボタンをクリック。 

 

・同様に、同じ方法で、事前処理で作成した統計

データ「男女別人口総数及び世帯総数」CSV 形

式ファイルを読み込む。 

 

②テーブル結合 

・読み込んだ境界データの Shp ファイルを選択し、

右ボタンでメニューを開き、「プロパティ」を

選択し、左のリストから「結合」を選択。 

・下段の「＋」ボタンを押すと「ベクタ結合の追

加」ウインドウが開く。 

・「結合するレイヤ」に統計データのファイルを

選択。 

・「結合レイヤ」に境界データの「KEYCODE」を選

択。 

・「ターゲットフィールド」には、2 つのファイ

ルの紐付けとなる「KEYCODE」を選択。 

・その後、「ＯＫ」ボタンを押す。 

 

 

 

③テーブル結合の確認 

・読み込んだ境界データの Shp ファイルを選択し、

右ボタンでメニューを開き、「属性テーブルを

開く」を選択。 

・結合されたデータが表示される。 
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④数値分類の設定 

・読み込んだ境界データの Shp ファイルを選択し、

右ボタンでメニューを開き、「プロパティ」を

選択し、左のリストから「スタイル」を選択。 

・上段にあるプルダウンボタンから「段階に分け

られた」を選択。 

・「カラム」は、表示させたい数値項目を選択。

ここでは人口を表示させるため 

「tblT000609H53400_T000609001」を選択。 

・「分類数」「色階調」を設定し、下表に表示され

た色ごとに数値の上限と下限を入力し、「ＯＫ」

ボタンをクリック。 

 

⑤分布図の完成 

・メッシュ単位で色付けされたデータができあが

る。 
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３.２. 目的地データの取り込み 

３.２.１. 概要 

次に、目的地データを取り込む作業を行う。目的地となり得るデータとしては、主に

下記のようなデータがある。 

表 ３.２ 目的地となり得るオープンデータ 

 

従業員数データは、国勢調査の人口データと同様に、総務省統計局のホームページで

公開されている「e-Stat（イースタット)政府統計の総合窓口」より、入手したい地域を

指定してデータをダウンロードする。 

公共施設、医療施設データは、国土数値情報のホームページより、入手したい地域を

指定してデータをダウンロードする。 

 

 

図 ３.２ GIS に取り込んだ従業員データ、公共施設等データ 

  

オープン

データ

（無償）

販売

データ

（有償）

事業者

固有

データ

従業員数 ③
経済センサス
（行政）

5～6年毎
（最新H21)

500ｍメッシュ ○
・第三者でも容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い
・施設単位での従業員数は把握できない

公共施設 ④
公共施設、学校

（行政）
最新H18 点 ○

・第三者でも容易に取得が可能

・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い

医療施設 ⑤
医療機関
（行政）

最新H22 点 ○
・第三者でも容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い

商業施設 ⑥
大規模小売店舗立地届
（行政）

最新H27.1 点（住所） ○
・第三者でも容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が高い

・住所のデータのため、ＧＩＳに取り込むためには、位置
情報（緯度経度）個別に調べる必要がある。

データ種類
（データ保有者）

データ鮮度・
収集間隔

データの
空間分解能

入手方法

メリット デメリット
把握したい

内容
NO
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３.２.２. 具体的な作業方法 

(1)総務省統計局からオープンデータをダウンロード 

総務省統計局のホームページ（http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do） 

例として、つくば市茎崎地区の従業員データをダウンロードする手順を下記に示す。 

 

①「地図や図表で見る」のタグをクリック。 

・「地図で見る統計（統計 GIS）」をクリック。 

②「データダウンロード」をクリック。 

 

 

 

 

 

③Step1：統計調査（集計）を選択で、プルダウ

ンメニューから「経済センサス」を選択。 

・表示された一覧から「平成 21 年経済センサス

（経済センサス－世界測地系 500M メッシュ）」

を選択。 

④Step2：統計表を選択で、「全産業事業所数及び

全産業従業員数」にチェックし、「統計表各種

ダウンロードへ」のボタンをクリック。 

 

⑤Step3：地域選択で、つくば市茎崎地区が該当

する「M5340」を選択し検索ボタンをクリック。 

⑥統計データ欄に表示された「全産業事業所数及

び全産業従業員数」をクリック。 

⑥境界データ欄に表示された「世界測地系緯度経

度・Shape 形式」をクリック。 

・圧縮形式(.ZIP)ファイルのダウンロードが開始

される。 

・つくば市茎崎地区は「M5440」も該当するので、

同様の方法で、圧縮形式(.ZIP)ファイルをダウ

ンロードする。 

・パソコンに保存された圧縮形式(.ZIP)ファイル

を普段利用されている解凍ソフトを使って、圧

縮形式(.ZIP)ファイルを解凍する。 

・解凍後は、shp ファイルを含む 4つのファイル

が作成される。  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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(2)テキストデータの事前処理 

ダウンロードしてきたオープンデータは、そのまま使用することはできない。 

よって、GIS に読み込む前の事前処理を下記に示す。 

①データフィールドの設定 

・ダウンロードした統計データ「全産業事業所数

及び全産業従業員数」TEXT ファイルを、Excel

や、メモ帳（テキストエディタ）等で開く。 

・1～2 行目が、データのタイトル項目になって

いるので、2行目を削除。 

・削除後、CSV 形式（拡張子.CSV）で保存する。 

 

 

②データ書式のファイルを作成する。 

・QGIS では、上記のようなデータを全て文字デ

ータとして取り扱われる。よって、人口など数

値データとして取り扱うために、データ書式の

ファイルを新規で作成する必要がある。 

・メモ帳（テキストエディタ）等で、データの並

び順にデータの形式を羅列し、カンマ区切りで

入力する。 

→文字列のデータ形式：String 

→数値データ形式（整数）：Integer 

→数値データ計式（小数点）：Real 

→（ ）の数値は、文字数や桁数を示す。（省略

可） 

・作成後、ファイル名は①のファイル名と同じに

して、拡張子を.CSVT で保存する。 

 

 GIS に読み込む前の事前処理として、次の 2つのファイルが出来上がることになる。 

 例  ・tblT000617H53400.CSV 

    ・tblT000617H53400.CSVT  
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(3)GIS ソフトで shp ファイルを開く 

例として、QGIS を使って、shp ファイルを開く手順を下記に示す。 

①データを開く 

・メニューバーから「レイヤ」「レイヤの追加」

「ベクタレイヤの追加」を選択。 

・データ追加ウインドウが表示されるので、境界

データのshpファイルが保存されているフォル

ダを指定して「開く」ボタンをクリック。 

 

 

 

②テーブル結合 

・読み込んだ境界データの Shp ファイルを選択し、

右ボタンでメニューを開き、「プロパティ」を

選択し、左のリストから「結合」を選択。 

・下段の「＋」ボタンを押すと「ベクタ結合の追

加」ウインドウが開く。 

・「結合するレイヤ」に統計データのファイルを

選択。 

・「結合レイヤ」に境界データの「KEYCODE」を選

択。 

・「ターゲットフィールド」には、2 つのファイ

ルの紐付けとなる「KEYCODE」を選択。 

・その後、「ＯＫ」ボタンを押す。 

 

 

 

③メッシュデータをポイントデータに変換 

・ダウンロードしたデータは、メッシュデータと

なっている。よって、重ね図を作成するために、

目的地データをポイントデータに変換する。 

・メニューバーから「ベクタ」「ジオメトリツー

ル」「ポリンゴンの重心」を選択。 

・「入力ポリンゴンベクタレイヤ」で変換するメ

ッシュデータを選択。「点を出力するシェイプ

ファイル」でファイル名を入力し「保存」ボタ

ンをクリック。 

・「結果をキャンパスに追加する」にチェックを

入れ「ＯＫ」ボタンをクリック。 
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④シンボルの大きさの設定 

・変換した Shp ファイルを選択し、右ボタンでメ

ニューを開き、「プロパティ」を選択し、左の

リストから「スタイル」を選択。 

・上段にあるプルダウンボタンから「段階に分け

られた」を選択。 

・「カラム」は、表示させたい数値項目を選択。 

・「分類数」「色階調」を設定し、下表に表示され

た色ごとに数値の上限と下限を入力。 

・シンボル欄の四角をダブルクリックし、段階ご

との円の大きさを設定し、「ＯＫ」ボタンをク

リック。 

 

 

 

 

 

 

⑤分布図の完成 

・メッシュ単位でシンボルの大きさで表示された

データができあがる。 

 

 

 

 

 

 

 

※医療施設、公共施設等のデータも同様な方法で読み込む。 
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(3)座標データがない商業施設データの読み込み 

商業施設データは、各都道府県に提出された大規模小売店舗立地届がホームページで

公開されており、店舗名称や住所データが公開されている。 

この住所データを基に、別途、位置情報（緯度経度）が検索できる地図ソフトなどを

使って、各店舗の緯度経度（ＸＹ座標）の位置情報データを作成する。 

位置情報が検索できるフリーソフトには、下記のようなものがある。 

表 ３.３ 位置情報を検索できる主なソフト 

ソフト名 アドレス等 

位置情報参照情報ダウ

ンロードサービス 
http://nlftp.mlit.go.jp/isj/ 

Google マップ http://www.google.co.jp/maps 
Geocoding http://www.geocoding.jp/ 
Yahoo! 
ロコ地図 

http://user.numazu-ct.ac.jp/~tsato/webmap/sphere/coordinates/yahoo_olp/ 

 

図 ３.３ Google マップで位置情報を検索した例 

 

図 ３.４ Geocodeing で位置情報を検索した例 
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(4)緯度経度ファイルの作成 

①例）商業施設リストの作成 

・前頁のフリーソフトを使って調べた緯度経度を、

Excel で商業施設と緯度経度の値のリスト表を

作成。 

・データを CSV 形式（拡張子.csv）で保存する。 

 

 

 

 

(5)GIS ソフトで緯度経度ファイルを開く 

例として、QGIS を使って、緯度経度ファイルを開く手順を下記に示す。 

①データを開く 

・メニューバーから「レイヤ」「レイヤの追加」

「デイミテッドテキストファイルからレイヤ

を作成」を選択。 

・「ファイル名」は Excel で作成した商業施設リ

ストを指定。 

・「エンコーディング」は「Shift-JIS」を選択。 

・Ｘフィールドに「経度」、Ｙフィールド「緯度」

を設定し、「空間インデックスを利用する」に

チェックを入れ「ＯＫ」ボタンをクリック。 

・空間インデックス選択は、「JGD2000」を選択し、

「ＯＫ」ボタンをクリック。 

 

 

 

②位置図の完成 

・読み込まれたデータが、ポイントデータ(点デ

ータ)として表示される。 

 

③ラベルの表示 

・読み込んだポイントデータの Shp ファイルを選

択し、右ボタンでメニューを開き、「プロパテ

ィ」を選択し、左のリストから「ラベル」を選

択。 

・「ラベル」にチェックを入れ、表示させるラベ

ルの項目を選択し、「ＯＫ」ボタンをクリック。 

  

緯度経度データ商業施設リスト 
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３.３. 出発地データと目的地データの重ね合わせ 

３.３.１. 概要 

GIS に取り込んだ出発地データと目的地データを重ね合わせて表示させる。 

その結果、人口集中エリアと大規模職場や、商業、医療、公共施設等を線で結ぶこと

で、人の移動経路を想定することができる。 

また、パーソントリップ調査結果を地域別に集計し、利用が多い駅と人口集中エリア

を結ぶことで、通勤・通学等の駅利用の移動経路が想定できる。 

 

 

図 ３.５ 移動概況（想定） 

 

 

 

 

 

 

  

(1)市外への移動
＜通勤＞ ○人口集中エリア(桜ヶ丘、森の里、高見原)から、JR牛久駅へのアクセス

○人口集中エリア(梅ヶ丘、自由ヶ丘)から、JR藤代駅へのアクセス
(2)地区内及び地区近郊への移動
＜通勤＞ ○人口集中エリア(桜ヶ丘、森の里、高見原、梅ヶ丘、自由ヶ丘)から、大規模職場

(茎崎、天宝喜、牛久市猪子町)へのアクセス
＜通学＞ ○人口集中エリア(桜ヶ丘、森の里、高見原、梅ヶ丘、自由ヶ丘)から、茎崎高校へ

のアクセス
＜私事＞ ○人口集中エリア(桜ヶ丘、森の里、高見原、梅ヶ丘、自由ヶ丘)から、商業施設、

医療施設、公共施設へのアクセス
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３.３.２. 具体的な作業方法 

(1)GIS ソフトで shp ファイルを開く 

例として、QGIS を使って、データの重ね合わせる手順を下記に示す。 

①データを開く 

・メニューバーから「レイヤ」「レイヤの追加」

「ベクタレイヤの追加」を選択。 

・これまで収集した基本情報（既存データ）の

shp ファイルを指定。 

 

 

 

 

②重ね図の完成 

・読込んだ Shp ファイルはレイヤとして、上下方

向に表示される。 

・上位にあるレイヤが前面表示されるので、前面

に表示されるレイヤ、背面に表示されるレイヤ

をドラック＆ドロップで並び替える。 

 

 

 

 

③移動経路の線 

・重ね合わせた図をみて、パワーポイントなどの画像データ上で、移動経路をフリー

ハンドで線を引く。 
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４. 基本情報（既存データ）を活用した交通網カバー状況図の作成方法 

４.１. 公共交通データの取り込み 

４.１.１. 概要 

次に、バス路線、バス停データを取り込む。 

表 ４.１ 公共交通関連データ 

 

バス路線、バス停データは、国土数値情報のホームページより、入手したい地域を指

定してデータをダウンロードする。 

しかしながら、バス停位置情報は、事業者の更新頻度にバラつきがあるため厳密な情

報とはなっていない。 

また、公共交通事業者によっては、バス路線、バス停の位置情報をホームページ等で

公開している。例えば、つくば市のコミュニバス（つくバス）などが、例として挙げられ

る。 

よって、国土数値情報だけでなく、公共交通事業者のデータと組み合わせてデータを

整理することが重要となってくる。 

 

 

図 ４.１ GIS に取り込んだバス停・バス路線データ 

  

オープン

データ

（無償）

販売

データ

（有償）

事業者

固有

データ

⑦
国土数値情報
（行政）

更新毎
（最新H22)

系統単位 ○
・第三者でも容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い

⑧
事業者路線図
（公共交通事業者）

－ 系統単位 ○
・自社の情報は容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・運行状況データの電子化の遅れ

⑨
国土数値情報

（行政）

更新毎

（最新H22)
駅、バス停単位 ○

・第三者でも容易に取得が可能

・情報の解像度が細かい

・情報の鮮度が低い

⑩
事業者路線図
（公共交通事業者）

－ 駅、バス停単位 ○
・自社の情報は容易に取得が可能
・情報の解像度が細かい

・運行状況データの電子化の遅れ

入手方法

メリット デメリット

停留所・駅

把握したい
内容

NO
データ種類

（データ保有者）
データ鮮度・
収集間隔

データの
空間分解能

路線
（バスルート）
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４.１.２. 具体的な作業方法 

(1)国土数値情報からオープンデータをダウンロード 

国土数値情報のホームページ（http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/） 

例として、つくば市茎崎地区のバスルートデータをダウンロードする手順を下記に示す。 

 

・①「4.交通のバスルート」をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

・②ダウンロードするデータの選択で、「茨城」

を選択。 

 

 

 

 

 

 

 

・④ダウンロードするデータを選択し「次へ」を

選択。 

 

 

 

 

 

 

 

・パソコンに保存された圧縮形式(.ZIP)ファイル

を普段利用されている解凍ソフトを使って、圧

縮形式(.ZIP)ファイルを解凍する。 

・解凍後は、shp ファイルを含む 3つのファイル

が作成される。 

 

  

① 

② 

③ 
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(2)GIS ソフトで shp ファイルを開く 

例として、QGIS を使って、データの重ね合わせる手順を下記に示す。 

①データを開く 

・メニューバーから「レイヤ」「レイヤの追加」

「ベクタレイヤの追加」を選択。 

・これまで収集した基本情報（既存データ）の

shp ファイルを指定。 

 

 

 

 

②ルート図の完成 

・読み込まれたデータが、ラインデータ(線デー

タ)として表示される。 
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４.２. 出発地データと目的地データと交通網データの重ね合わせ 

４.２.１. 概要 

GIS に取り込んだ出発地データと目的地データと、バス路線等の交通網データを重ね

合わせて表示させる。 

また、GIS の機能を使って、バス停毎に 300m の円を描き、バス停のカバーエリアを表

示させる。（例：駅のカバーエリア：500m、バス停のカバーエリア：300m と設定） 

その結果、人口集中エリアへのバス路線サービス、大規模職場へのバス路線サービス

が出来ているか可視化することができる。 

 

 

図 ４.２ 人口分布とバス路線の関係 
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４.２.２. 具体的な作業方法 

(1)GIS ソフトで shp ファイルを開く 

例として、QGIS を使って、データの重ね合わせる手順を下記に示す。 

①データを開く 

・メニューバーから「レイヤ」「レイヤの追加」

「ベクタレイヤの追加」を選択。 

・これまで収集した基本情報（既存データ）の

shp ファイルを指定。 

 

 

 

 

②重ね図の完成 

・読込んだ Shp ファイルはレイヤとして、上下方

向に表示される。 

・上位にあるレイヤが前面表示されるので、前面

に表示されるレイヤ、背面に表示されるレイヤ

をドラッグ＆ドロップで並び替える。 
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５. 基本情報（既存データ）を活用した交通網カバー状況評価の作成方法 

５.１. 交通網カバー状況 

５.１.１. 概要 

GIS に取り込んだ出発地データと目的地データと、バス路線等の交通網データに、前項

で想定した移動経路を重ね合わせて表示させる。 

その結果、「人の移動が予測されるにも関わらずバス路線がない」エリアを可視化する

ことができる。 

 

図 ５.１ 交通網カバー状況 
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５.１.１. 具体的な作業方法 

(1)GIS ソフトで shp ファイルを開く 

例として、QGIS を使って、データの重ね合わせる手順を下記に示す。 

①データを開く 

・メニューバーから「レイヤ」「レイヤの追加」

「ベクタレイヤの追加」を選択。 

・これまで収集した基本情報（既存データ）の

shp ファイルを指定。 

 

 

 

 

②重ね図の完成 

・読込んだ Shp ファイルはレイヤとして、上下方

向に表示される。 

・上位にあるレイヤが前面表示されるので、前面

に表示されるレイヤ、背面に表示されるレイヤ

をドラッグ＆ドロップで並び替える。 

 

 

 

 

③移動経路の線 

・重ね合わせた図をみて、パワーポイントなどの画像データ上で、移動経路をフリー

ハンドで線を引く。 
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５.２. 交通網カバー状況評価 

５.２.１. 概要 

GIS の機能を使って、バス停・駅のカバーエリアの面積を算出する。次に、国勢調査の

500m メッシュ人口とバス停・駅のカバーエリアの面積を按分してバス停・駅のカバーエリ

ア人口を算出する。 

その結果、交通網のカバー率が算出できる。 

  交通網カバー状況の評価 ＝ バス停・駅のカバーエリア人口／人口 

 

表 ５.１ 交通網カバー状況の評価 

 

 

算出したバス停毎のカバーエリア人口を、GIS の機能を使って、人口の大きさを円の大

きさで表示させる。 

その結果、バス路線沿線の人口分布が可視化できる。 

 

 

図 ５.２ GIS で作成したﾊﾞｽ停・駅のカバーエリア人口 

人口 カバー率 従業者数 カバー率

茎崎地区 22,617 14,181 63% 7,393 4,155 56%

つくば市全体 213,171 116,652 55% 122,269 72,661 59%

従業者数
カバーエリア

※H22国勢調査500mメッシュ、H22経済センサス500mメッシュより面積按分
※バス停のカバーエリア：300m　駅のカバーエリア：500m

カバーエリア
地区人口地区名
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５.２.２. 具体的な作業方法 

(1)QGIS による投影座標変換 

 国土数値情報でダウンロード可能なバス停データ及び e-stat からダウンロード可能な国

勢調査 500m メッシュ人口は緯度経度の地理座標系で作成されており、QGIS を用いて空間解

析（面積や長さの算出）を行う場合は平面直角座標系に投影変換する必要がある。 

  

・ 投影変換するシェイプファイルをレイヤ

ウインドウに追加し、右クリックから「名

前を付けて保存する」を選択する 

・ 保存先のパスとファイル名を指定し、CRS

に「Japan Plane Rectangular CS ★＊」を

指定する。 

＊）★は、対象地域によって異なる平面直角座標系の

系番号（ローマ数字）となる。（次頁参照） 

 

 つくば市、福島市は「Ⅸ」となる。 

・ その他は初期設定のままで「OK」ボタンを

押す。 
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○平面直角座標系 最終改正　平成二十二年三月三十一日国土交通省告示第二百八十九号

経度（東経） 緯度（北緯）

I 129度30分0秒 33度0分0秒

長崎県 鹿児島県のうち北方北緯32度南方北緯27度

西方東経128度18分東方東経130度を境界線とする区

域内（奄美群島は東経130度13分までを含む。)にあ

るすべての島、小島、環礁及び岩礁

II 131度 0分0秒 33度0分0秒
福岡県　佐賀県　熊本県　大分県　宮崎県　鹿児島

県（I系に規定する区域を除く。)

III 132度10分0秒 36度0分0秒 山口県　島根県　広島県

IV 133度30分0秒 33度0分0秒 香川県　愛媛県　徳島県　高知県

V 134度20分0秒 36度0分0秒 兵庫県　鳥取県　岡山県

VI 136度 0分0秒 36度0分0秒
京都府　大阪府　福井県　滋賀県　三重県　奈良県

和歌山県

VII 137度10分0秒 36度0分0秒 石川県　富山県　岐阜県　愛知県

VIII 138度30分0秒 36度0分0秒 新潟県　長野県　山梨県　静岡県

IX 139度50分0秒 36度0分0秒
東京都（XIV系、XVIII系及びXIX系に規定する区域

を除く。)　福島県　栃木県　茨城県　埼玉県 千葉

県 群馬県　神奈川県

X 140度50分0秒 40度0分0秒 青森県　秋田県　山形県　岩手県　宮城県

XI 140度15分0秒 44度0分0秒

小樽市　函館市　伊達市　北斗市　北海道後志総合

振興局の所管区域　北海道胆振総合振興局の所管区

域のうち豊浦町、壮瞥町及び洞爺湖町　北海道渡島

総合振興局の所管区域　北海道檜山振興局の所管区

域

XII 142度15分0秒 44度0分0秒 北海道（XI系及びXIII系に規定する区域を除く。）

XIII 144度15分0秒 44度0分0秒

北見市　帯広市　釧路市　網走市　根室市　北海道

オホーツク総合振興局の所管区域のうち美幌町、津

別町、斜里町、清里町、小清水町、訓子府町、置戸

町、佐呂間町及び大空町　北海道十勝総合振興局の

所管区域　北海道釧路総合振興局の所管区域　北海

道根室振興局の所管区域

XIV 142度 0分0秒 26度0分0秒
東京都のうち北緯28度から南であり、かつ東経140

度30分から東であり東経143度から西である区域

XV 127度30分0秒 26度0分0秒
沖縄県のうち東経126度から東であり、かつ東経130

度から西である区域

XVI 124度 0分0秒 26度0分0秒 沖縄県のうち東経126度から西である区域

XVII 131度 0分0秒 26度0分0秒 沖縄県のうち東経130度から東である区域

XVIII 136度 0分0秒 20度0分0秒
東京都のうち北緯28度から南であり、かつ東経140

度30分から西である区域

XIX 154度 0分0秒 26度0分0秒
東京都のうち北緯28度から南であり、かつ東経143

度から東である区域

座標系原点の経緯度
系番号 適用区域 
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(2)QGIS による空間解析 

例として、QGIS を使って、データの重ね合わせる手順を下記に示す。 

①データを開く 

・メニューバーから「レイヤ」「レイヤの追加」

「ベクタレイヤの追加」を選択。 

・バス停の shp ファイルを指定。 

 

 

 

 

 

②バス停のバッファを作成 

・メニューバーから「ベクタ」「空間演算ツール」

「バッファ」を選択。 

・「バッファの距離」はバス停カバーエリアの範

囲 300m とし「300」を入力。 

・「バッファの結果を融合」にチェックを入れ、

「出力シェイプファイル」には保存先の場所を

指定後、「ＯＫ」ボタンをクリック。 

 

③バッファ図の完成 

・GIS で作成されたバッファ（バス停カバーエリ

ア）が表示される。 

 

 

 

 

以下の手順でカバー人口を算出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

バス停 

バッファ作成（バス停 300m カバーエリア）
300m

凡 例
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④人口メッシュとの統合 

・人口メッシュのポリゴン面積を算出 

・メニューバーから「ベクタ」「空間演算ツール」

「統合」を選択 

・「入力ベクタレイヤ」には人口データの 500 メ

ッシュデータを選択し、「結合レイヤ」に前頁

で作成したバス停カバーエリアデータを選択。 

・「出力シェイプファイル」には保存先の場所を

指定後、「ＯＫ」ボタンをクリック。 

・テーブルを開き、不要なポリゴンを削除する。 

（メッシュデータが持っていた属性及びバス停

データが持っていた属性のどちらかが“NULL”と

なっているポリゴンは不要なポリゴンとなる） 

 

⑤ポリンゴンデータの面積の算出 

・統合したポリゴンデータについて面積を算出。 

・dbf ファイルをエクセルで開き、演算及びピボットテーブル機能を使用してバス停ごと

の 300m カバーエリア人口を算出。 

◇Excel でのインターセクト人口の算出例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ピボットテーブル機能を使用してバス停別のカバーエリア人口を算出例 

 

 

 

 

 

 

 

  

←
メ
ッ
シ
ュ
番
号
（KEY

_CO
DE

） 

を
使
っ
て
メ
ッ
シ
ュ
人
口
を
マ
ッ
チ
ン
グ 

←
面
積
比
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て 
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(3)QGIS でカバーエリア人口データを結合 

例として、QGIS を使って、shp ファイルを開く手順を下記に示す。 

①データを開く 

・メニューバーから「レイヤ」「レイヤの追加」

「ベクタレイヤの追加」を選択。 

・データ追加ウインドウが表示されるので、境界

データのshpファイルが保存されているフォル

ダを指定して「開く」ボタンをクリック。 

 

・同様に、同じ方法で、作成したバス停カバーエ

リア人口データ（CSV 形式ファイル）を読み込

む。 

 

②テーブル結合 

・読み込んだバス停の Shp ファイルを選択し、右

ボタンでメニューを開き、「プロパティ」を選

択し、左のリストから「結合」を選択。 

・下段の「＋」ボタンを押すと「ベクタ結合の追

加」ウインドウが開く。 

・「結合するレイヤ」にカバーエリア人口データ

のファイルを選択。 

・「結合レイヤ」にバス停データのバス停コード

属性を選択。 

・「ターゲットフィールド」についても、2 つの

ファイルの紐付けとなるバス停コード属性を

選択。 

・その後、「ＯＫ」ボタンを押す。 

 

 

 

 

③シンボルの大きさの設定 

・変換した Shp ファイルを選択し、右ボタンでメ

ニューを開き、「プロパティ」を選択し、左の

リストから「スタイル」を選択。 

・上段にあるプルダウンボタンから「段階に分け

られた」を選択。 

・「カラム」は、表示させたい数値項目を選択。 
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・「分類数」「色階調」を設定し、下表に表示され

た色ごとに数値の上限と下限を入力 

・シンボル欄の四角をダブルクリックし、段階ご

との円の大きさを設定し、「ＯＫ」ボタンをク

リック。 
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６. 利用状況の評価 

６.１. バス乗降者数データの取り込み 

６.１.１. 概要 

次に、バス停毎の乗降者数データを取り込む。 

表 ６.１ 公共交通関連データ  

 

 

バス利用実態調査は、各公共交通事業者が実施している。その調査結果は紙やエクセ

ルデータ等で整理させていると思われる。 

そのデータを GIS に取り込み際には、前項で取り込んだ GIS のバス停データに乗降者

数データを統合させる必要がある。 

統合させる方法としては、GIS の機能を使ってバス停のテーブルデータと乗降者数デ

ータを結合させる方法、GIS 上でバス停毎に乗降者数を入力する方法、EXCEL でバス停毎

の乗降者数を整理し、そのデータを GIS に取り込む方法などがある。 

 

 

図 ６.１ エクセルを使ってバス停データと乗降者人数を統合（入力）するイメージ図 

 

  

オープン

データ

（無償）

販売

データ

（有償）

事業者

固有

データ

公共交通
利用状況

⑪
バス利用者数調査結果
（公共交通事業者）

－ バス停別 ○

・自社の情報は容易に取得が可能
・時間別など詳細な利用者数が把握できる
・情報の鮮度が高い

・利用実態調査にコストがかかる

デメリット
把握したい

内容
NO

データ種類
（データ保有者）

データ鮮度・
収集間隔

データの
空間分解能

入手方法

メリット

バス停毎に乗降者デ

ータを入力。 
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６.１.２. 具体的な作業方法 

(1)Excel でバス停別の乗降者数データを作成 

①データ作成 

・データを作成する際、国土数値情報からダウン

ロードしたバス停データの ID 番号と紐付け

するため、Excel でデータを作成する際は、

その ID 番号を使って作成。 

・CSV 形式（拡張子.csv）で保存する。 

 

 

 

(2)GIS ソフトで乗降者数データを結合 

例として、QGIS を使って、shp ファイルを開く手順を下記に示す。 

①データを開く 

・メニューバーから「レイヤ」「レイヤの追加」

「ベクタレイヤの追加」を選択。 

・データ追加ウインドウが表示されるので、境界

データのshpファイルが保存されているフォル

ダを指定して「開く」ボタンをクリック。 

 

・同様に、同じ方法で、作成した統計データ「乗

降者数」CSV 形式ファイルを読み込む。 

 

②テーブル結合 

・読み込んだ境界データの Shp ファイルを選択し、

右ボタンでメニューを開き、「プロパティ」を

選択し、左のリストから「結合」を選択。 

・下段の「＋」ボタンを押すと「ベクタ結合の追

加」ウインドウが開く。 

・「結合するレイヤ」に統計データのファイルを

選択。 

・「結合レイヤ」に境界データの「ID 番号」を選

択。 

・「ターゲットフィールド」には、2 つのファイ

ルの紐付けとなる「ID番号」を選択。 

・その後、「ＯＫ」ボタンを押す。 
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③シンボルの大きさの設定 

・変換した Shp ファイルを選択し、右ボタンでメ

ニューを開き、「プロパティ」を選択し、左の

リストから「スタイル」を選択。 

・上段にあるプルダウンボタンから「段階に分け

られた」を選択。 

・「カラム」は、表示させたい数値項目を選択。 

・「分類数」「色階調」を設定し、下表に表示され

た色ごとに数値の上限と下限を入力 

・シンボル欄の四角をダブルクリックし、段階ご

との円の大きさを設定し、「ＯＫ」ボタンをク

リック。 

 

 

 

 

 

 

 

④乗降者数の点データの完成 

・読み込まれたデータが、ポイントデータ(点デ

ータ)として表示される。 
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６.２. 利用状況の評価 

GIS に取り込んだ出発地データと目的地データと、バス路線等の交通網データに、バ

ス停毎の乗降者データを重ね合わせて表示させる。 

その結果、「人の移動が予測されるにも関わらずバス路線がない」エリアを可視化す

ることができる。 

また、利用者数とカバーエリア人口から、バスの利用率が算出できる。 

具体的な作業方法としては、Excel で、「4.2.交通網カバー状況評価」で算出したカバ

ーエリア人口と乗降者数を用いて、下式で利用率を算出する。 

 

公共交通の利用率 ＝ （日利用者数）／（カバーエリア人口）  

 

図 ６.２ 公共交通利用状況の評価 
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７. 詳細情報（ビッグデータ）の概要 

７.１. 詳細情報（ビッグデータ）の一例の紹介 

詳細情報（ビッグデータ）としては、時間別に滞在人口が把握できる人口推計統計（携

帯基地局情報）が普及してきている。 

人口推計統計（携帯基地局情報）で扱われる人口は、1 メッシュに対して 1 時間あた

りに滞在する人口を示しており、1 メッシュに 30 分しか滞在していない時には、0.5 人

としてカウントされる。 
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また、秘匿処理により、少人数データは除去されてしまうことから、検討エリア

の人口分布状況や、移動状況、分析する分解能を考慮して、人口推計統計（携帯基地

局情報）のメッシュサイズを決める必要がある。 

例えば、データの集計単位を「メッシュ総量（全部）」「居住地の県別集約」「居住

地の市町村集約」「居住地の大字別集約」と細かくしていると、秘匿処理の割合は増

加していく、つまりサンプルデータ数が少なくなる。 

 

 

図 ７.１ 居住地の細分化することによる秘匿処理割合（3 時台データで検証） 
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８. 詳細情報（ビッグデータ）を活用した実移動人口の算定 

８.１. 流出人口、流入人口の算出 

８.１.１. 概要 

人口推計統計（携帯基地局情報）では、1 時間あたりの滞在人口を把握することがで

きる。 

例えば、夜中の 3 時台のデータから朝の 8 時台のデータをメッシュの居住者単位で

引算することで、3時から 9 時までの間に外出（流出）した人を把握することができる。 

下記に示すつくば市茎崎地区においては、3時から 9 時までに外出（流出）した人の

総量は、最少でも約 5,700 人いることが確認できた。 

  

 

図 ８.１ 流出人口の分布 
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８.１.２. 具体的な作業方法 

(1)Excel で流出人口、流入人口を算出 

流出人口、流入人口の算出は Excel 上で算出しておく、人口推計統計（携帯基地局情

報）は時間帯ごとの滞在人口であるため、例えば、3 時台の滞在人口から 8 時台の滞在

人口を引き算し増加分（プラス分）が流出人口となる。 

作成後は、CSV 形式(拡張子.CSV)で保存する。 

 

 

 

(2)GIS ソフトで流出人口、流入人口データを結合 

例として、QGIS を使って、shp ファイルを開く手順を下記に示す。 

①データを開く 

・メニューバーから「レイヤ」「レイヤの追加」

「ベクタレイヤの追加」を選択。 

・データ追加ウインドウが表示されるので、境界

データのshpファイルが保存されているフォル

ダを指定して「開く」ボタンをクリック。 

 

・同様に、同じ方法で、作成した統計データ「掲

載基地局情報」CSV 形式ファイルを読み込む。 

 

②テーブル結合 

・読み込んだ境界データの Shp ファイルを選択し、

右ボタンでメニューを開き、「プロパティ」を

選択し、左のリストから「結合」を選択。 

・下段の「＋」ボタンを押すと「ベクタ結合の追

加」ウインドウが開く。 

時間帯別に引き算して流出人口、流入人口を算出 人口推計統計（携帯基地局情報） 
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・「結合するレイヤ」に統計データのファイルを

選択。 

・「結合レイヤ」に境界データの「MESH」を選択。 

・「ターゲットフィールド」には、2 つのファイ

ルの紐付けとなる「area」を選択。 

・その後、「ＯＫ」ボタンを押す。 

 

 

 

 

 (3)GIS ソフトで流出人口、流入人口データを数値分類表示 

 

 

各時間帯の流出人口、流入人口を数値分類で色付けさせたレイヤを作成する。 

あとは、レイヤの表示・非表示で時間帯別の人口分布図となる。 

 

※流出入人口の算出、年代別人口の算出も同様な方法で作成する。 

 

 

  

時間帯別に 

レイヤを作成 
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９. 詳細情報（ビッグデータ）を活用した潜在需要の算定 

９.１. 人口推計統計（携帯基地局情報）を活用した潜在需要の算定 

９.１.１. 概要 

流出人口と流入人口を足した実移動人口を算出し、次に既存データ時と同様に、実

移動人口のメッシュに対するバス停・駅のカバーエリア人口を算出する。 

その分布図に、バス停データ、バス路線データ、当該時間帯のバス乗降者数を重ね

合わせる。 

その結果、実移動人口に対するバスの利用率、潜在需要が算出できる。 

利用状況の評価 ＝ （当該時間帯の利用者数）／（カバーエリア実移動人口） 

潜在需要 ＝ （カバーエリア実移動人口）－（当該時間帯の利用者数） 

  

図 ９.１ 公共交通利用状況の評価 
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９.１.２. 具体的な作成方法 

実移動人口のカバーエリア人口の算出は、「4.2 交通網カバー状況評価」と同様な方法

を用いて算出する。 

 

 

 
【注意】 

秘匿処理の関係から、年代別集計では居住地が不明となっている。 

よって、○○地区の 65歳以上の滞在人口は○○人などの集計はできない。 


